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むつ市議会第２４２回定例会会議録 第５号

令和元年１２月１２日（木曜日）午前１０時開議議事日程 第５号

◎諸般の報告

【議案質疑、委員会付託、一部採決】

第１ 議案第 97号 むつ市新希望のまち基金条例

第２ 議案第 98号 工業標準化法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例

第３ 議案第 99号 会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例

第４ 議案第100号 下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用することに伴う関係条例の整備等に

関する条例

第５ 議案第101号 むつ市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

第６ 議案第102号 むつ市特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

第７ 議案第103号 むつ市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

第８ 議案第104号 むつ市大畑地区コミュニティセンター条例の一部を改正する条例

第９ 議案第105号 むつ市漁港管理条例の一部を改正する条例

第10 議案第106号 むつ市児童館条例を廃止する条例

第11 議案第107号 指定管理者の指定について（むつ市下北自然の家）

第12 議案第108号 指定管理者の指定について（むつ運動公園外１施設）

第13 議案第109号 指定管理者の指定について（大畑中央公園）

第14 議案第110号 指定管理者の指定の変更について

（むつ市ウェルネスパークの指定管理者の指定の期間を変更するためのもの）

第15 議案第111号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村

職員退職手当組合規約の変更について

第16 議案第112号 市道路線の廃止について

第17 議案第113号 市道路線の認定について

第18 議案第114号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（大間町）

第19 議案第115号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（東通村）

第20 議案第116号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（風間浦村）

第21 議案第117号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（佐井村）

第22 議案第118号 むつ市監査委員に選任する者につき同意を求めることについて

第23 議案第119号 むつ市教育委員会の委員に任命する者につき同意を求めることについて

第24 議案第120号 むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選任する者につき同意を求めることについて

第25 議案第121号 令和元年度むつ市一般会計補正予算

第26 議案第122号 令和元年度むつ市介護保険特別会計補正予算



- 142 -

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（大瀧次男） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は22人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（大瀧次男） 本日諸般の報告については、

特に申し上げる事項はありません。

〇議長（大瀧次男） 本日の会議は議事日程第５号

により議事を進めます。

◎日程第１～日程第26 議案質疑、委

員会付託、一部採決

◇議案第９７号

〇議長（大瀧次男） 日程第１ 議案第97号 むつ

市新希望のまち基金条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第97号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第97号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第９８号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第２ 議案第98号

工業標準化法の一部改正に伴う関係条例の整理に

関する条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第98号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第98号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第９９号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第３ 議案第99号

会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整

備に関する条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、９番斉藤

孝昭議員。

〇９番（斉藤孝昭） 議案第99号 会計年度任用職

員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例

について質疑させていただきます。

本案は、地方公務員法及び地方自治法の一部を

改正する法律の施行に伴い、同法により創設され

る会計年度任用職員の勤務条件、給与等について

規定するものでありますが、本件については本年

９月のむつ市議会第241回定例会の一般質問にて

詳細を確認させていただきましたし、総務教育常

任委員会に付託される事項でありますので、１点

だけ確認のため、質疑させていただきます。

まずは、市は退職者不補充等により人件費の抑

制を財政健全化の柱としてきましたが、この制度

導入による約２億5,000万円の財政的負担を今後

どのように解決していくのかをお知らせくださ

い。

〇議長（大瀧次男） 財務部長。

〇財務部長（吉田 真） 会計年度任用職員制度導
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入による財政的負担をどのように解決するかにつ

いてお答えいたします。

この制度の開始により、令和２年度の会計年度

任用職員に移行する職員の人件費は、約6,000万

円程度の増額を見込んでおりますが、当市が加入

しております青森県市町村職員退職手当組合に対

する特別負担金が来年度から約１億円減額するも

のと予定しております。これで増額分を補うこと

ができるものと考えております。

なお、国におきましては、本制度に関し、新た

に支給すべき期末手当の所要額の調査を行い、地

方財政措置について検討するとされておりますこ

とから、今後何らかの財政措置が講じられるもの

と考えております。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（斉藤孝昭） ということは、この会計年度

任用職員制度導入に伴って財政的負担はそんなに

ないというふうな見解でよろしいでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

そんなにないというよりは これはもう6,000万、

円増額となるということが来年度については見込

まれておりますし、またこれからもこの増額分と

いうのはふえていくという見込みになっていま

す。

ただ、現状青森県市町村職員退職手当組合によ

る特別負担金というものが毎年、これ減っていく

見込みにありますことから、人件費の中で調整が

できる範囲内にとどまるということでご理解をい

ただければと考えております。

〇議長（大瀧次男） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、２番工藤祥子議員。

〇２番（工藤祥子） 来年４月からスタートするこ

、 、の制度ですけれども 実際の待遇をどうするかは

各自治体の判断に任せられる部分も多いと言われ

ています。正規職員のほかにさまざまな分野にさ

まざまな形の非正規職員がいるということに改め

て驚いていますけれども、むつ市で働いている人

の中で正規職員は何人いるのか、非正規職員は何

人いるのか、正規職員と同じ仕事をしている非正

規職員は何人いるのか、そして何割に当たるのか

お答え願いたいと思います。

パート職員も任用職員として期末手当、通勤手

当支給等の対象になるのか、まずお伺いしたいと

思います。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（村田 尚） お答えいたします。

12月１日現在の数字で申し上げますと、教育委

員会、それから公営企業局を含め市全体で臨時職

員の数は243名で、非常勤職員の数は123名の合計

366名となっております。これらの職が会計年度

任用職員へ移行することとなります。正職員を含

めました全職員に対する割合としましては、およ

そ４割程度というふうになっております。

また、現在の任用形態がフルタイム、パートタ

イムのどちらかであるかを問わず、全て会計年度

任用職員へ移行することとなります。

それと、通勤手当等の対象にも、もちろんなっ

ております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） この任用制度について、確か

に期待している声も聞いていますが、まず４割の

方が行政サービスを担っているということは、本

当に多いのでないかな、民間の割合と同じぐらい

の方が行政サービスを担っているということが改

めてわかりました。

それで、この任用職員の試験は毎年受けること

になるのか、更新したとき、経験の年数が給与に

反映されるのかということもお聞きいたします。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。
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〇総務部長（村田 尚） お答えいたします。

会計年度任用職員の採用につきましては、一会

計年度ごとの職の必要性が吟味される職と位置づ

けられるものでございまして、その任期ごとに募

集選考が行われるものであると考えております。

したがいまして、毎年応募していただく必要がご

ざいます。

なお、選考に当たりましては、任用中の人事評

価に基づき任用することも制度上は可能というふ

うになってございます。

また、引き続き任用されました場合につきまし

ては、同一職で５年目までは経験年数に応じて昇

給が可能というような制度となっております。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） ５年目までは昇給が可能とい

うことですが、市民から見ますと、やはり経験を

積んだ職員によるサービスということは、安定し

た行政サービスを受けるうえでは本当に大事なこ

とだと思っているのですけれども、この安定した

行政サービス、これを受けるために、正規職員と

いうのは本当に私は大事な方々だと思うのです

が、正規職員の増員、特に今いる非正規の職員を

正規にする、そういう方向はないのでしょうか。

このことについて伺います。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（村田 尚） お答えいたします。

当市では、定員適正化計画における令和２年度

の目標職員数を503名というふうに設定しており

ます。採用活動を行っているところではございま

すが、なかなかここ数年におきましては、募集者

数に対する受験者数が伸び悩んでおりまして、採

用予定者数を大きく下回る状況が続いておりま

す。そういうこともございまして、臨時職員、そ

れから非常勤職員の任用が必要というような状況

になってございます。

加えまして、臨時職員、それから非常勤職員の

中でも窓口サービス専門員やスクールサポーター

など、その専門的な知見や経験により当市の行政

に貢献いただいている部分もあり、正職員の配置

を基本としながらも、市民サービスの向上のため

臨時職員、それから非常勤職員の配置もしている

ということでございます。

〇議長（大瀧次男） これで工藤祥子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第99号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第99号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１００号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第４ 議案第100号（ ） 、

下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用

することに伴う関係条例の整備等に関する条例を

議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第100号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第100号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第１０１号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第５ 議案第101号（ ） 、

むつ市職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例を議題といたします。
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これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第101号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第101号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１０２号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第６ 議案第102号（ ） 、

むつ市特別職職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第102号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第102号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１０３号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第７ 議案第103号（ ） 、

むつ市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第103号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第103号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１０４号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第８ 議案第104号（ ） 、

むつ市大畑地区コミュニティセンター条例の一部

を改正する条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第104号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第104号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１０５号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第９ 議案第105号（ ） 、

むつ市漁港管理条例の一部を改正する条例を議題

といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第105号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第105号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第１０６号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第10 議案第106号（ ） 、

むつ市児童館条例を廃止する条例を議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。
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ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第106号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第106号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第１０７号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第11 議案第107号（ ） 、

指定管理者の指定についてを議題といたします。

本案は、むつ市下北自然の家の指定管理者を指

定するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第107号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第107号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１０８号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第12 議案第108号（ ） 、

指定管理者の指定についてを議題といたします。

本案は、むつ運動公園外１施設の指定管理者を

指定するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第108号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第108号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第１０９号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第13 議案第109号（ ） 、

指定管理者の指定についてを議題といたします。

本案は、大畑中央公園の指定管理者を指定する

ためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第109号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第109号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第１１０号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第14 議案第110号（ ） 、

指定管理者の指定の変更についてを議題といたし

ます。

本案は、むつ市ウェルネスパークの指定管理者

の指定の期間を変更するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第110号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第110号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第１１１号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第15 議案第111号（ ） 、

青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公
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共団体の数の減少及び青森県市町村職員退職手当

組合規約の変更についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第111号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第111号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１１２号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第16 議案第112号（ ） 、

市道路線の廃止についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第112号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第112号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第１１３号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第17 議案第113号（ ） 、

市道路線の認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第113号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第113号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第１１４号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第18 議案第114号（ ） 、

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結

についてを議題といたします。

本案は、大間町との間において、定住自立圏の

形成に関し必要な事項を改め、定住自立圏形成協

定の一部を変更するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第114号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第114号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１１５号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第19 議案第115号（ ） 、

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結

についてを議題といたします。

本案は、東通村との間において、定住自立圏の

形成に関し必要な事項を改め、定住自立圏形成協

定の一部を変更するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第115号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第115号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。
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◇議案第１１６号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第20 議案第116号（ ） 、

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結

についてを議題といたします。

本案は、風間浦村との間において、定住自立圏

の形成に関し必要な事項を改め、定住自立圏形成

協定の一部を変更するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第116号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第116号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１１７号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第21 議案第117号（ ） 、

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結

についてを議題といたします。

本案は、佐井村との間において、定住自立圏の

形成に関し必要な事項を改め、定住自立圏形成協

定の一部を変更するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第117号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第117号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１１８号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第22 議案第118号（ ） 、

むつ市監査委員に選任する者につき同意を求める

ことについてを議題といたします。

本案は、議員のうちから選任する監査委員に佐

々木肇氏を選任することについて議会の同意を求

めるためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第118号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第118号は、会議規則第38条第２項の規

定により、委員会への付託を省略したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第118号は委員会への付託を省略するこ

とに決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は、これに同意することにご異議ありませ

んか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第118号は、これに同意することに決定

いたしました。

◇議案第１１９号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第23 議案第119号（ ） 、

むつ市教育委員会の委員に任命する者につき同意

を求めることについてを議題といたします。

本案は、本年12月25日をもって任期満了となる

むつ市教育委員会の委員に黒木和之氏を任命する

ことについて議会の同意を求めるためのものであ

ります。
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これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第119号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第119号は、会議規則第38条第２項の規

定により、委員会への付託を省略したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第119号は委員会への付託を省略するこ

とに決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は、これに同意することにご異議ありませ

んか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第119号は、これに同意することに決定

いたしました。

◇議案第１２０号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第24 議案第120号（ ） 、

むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選任する

者につき同意を求めることについてを議題といた

します。

本案は、本年12月18日をもって任期満了となる

むつ市固定資産評価審査委員会の委員に村田和夫

氏を選任することについて議会の同意を求めるた

めのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第120号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第120号は、会議規則第38条第２項の規

定により、委員会への付託を省略したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第120号は委員会への付託を省略するこ

とに決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は、これに同意することにご異議ありませ

んか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第120号は、これに同意することに決定

いたしました。

◇議案第１２１号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第25 議案第121号（ ） 、

令和元年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。９番斉藤孝昭議員。

〇９番（斉藤孝昭） 議案第121号 令和元年度む

つ市一般会計補正予算について、７点お聞きした

いと思います。

まずは４ページ、土木費ですが、大湊地区居住

誘導区域整備事業費8,000万円を繰越明許する理

由をお知らせください。

２点目は、同じく４ページですが、債務負担行

為の一覧ということですけれども、これは単年度

を越えて委託する指定管理料を債務負担するのは

よくわかりますが、その中に１項目だけ紛れるよ

うにして市道等維持事業が入っていますので、こ
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の説明をお願いします。

３点目は15ページ、大畑地区放課後児童クラブ

（なかよし会）開設準備事業ですけれども、児童

館を廃止してなかよし会へ移行するというのは、

前の議案でも出ていましたので、わかるのですけ

れども、その準備のための事業ということですか

ら、どういう内容なのかお知らせ願いたいと思い

ます。

４点目は、同じく15ページで、平成30年度保育

所運営費負担金約3,551万円を返還する理由をお

知らせください。

５点目も同じくですけれども、平成30年度生活

保護費負担金約6,390万円を返還する理由をお知

らせください。

６点目は、16ページになりますが、むつ市産地

パワーアップ事業費補助金約1,600万円の目的と

事業の詳細をお知らせください。

７点目は、最後になりますが、18ページになり

ます 下北地域広域行政事務組合負担金約3,500万。

円を増額補正していますので、この内容を説明願

います。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（光野義厚） 斉藤議員のお尋ねに

お答えいたします。

まず１点目、大湊地区居住誘導区域整備事業の

8,000万円を繰越明許する理由ですが、むつ市議

会第241回定例会において、総合アリーナ本体に

ついて、６月下旬の完成とし、工期の延長が必要

であること、その後の外構や公園整備を整え、市

民の皆様にご利用していただきたいとした行政報

告のとおり、Ｐａｒｋ―ＰＦＩにつきまして繰り

越しを行うものであります。

次、２点目、市道等維持事業を債務負担する理

由についてですが、年度の切りかえ時期に工事を

することで効果のある市道等整備事業の中で、品

質の確保や施工時期の平準化の観点から特に必要

なものについて、今年度中に発注、契約の手続を

開始するために設定するものであります。

１点目、２点目につきましては、以上でござい

ます。

〇議長（大瀧次男） 子どもみらい部長。

〇子どもみらい部長（須藤勝広） ３点目、大畑地

区放課後児童クラブ開設準備事業の内容について

お答えいたします。

現在児童館で実施している児童保育サービスを

来年度より放課後児童クラブに一元化する予定と

しておりますが、そのことに伴い、大畑小学校２

教室及び正津川小学校１教室の床改修工事及びテ

レビドアホン設置工事に要する経費となっており

ます。

次に、４点目、平成30年度保育所運営費負担金

返還金3,551万円の理由についてお答えいたしま

す。保育所運営費は、各保育施設が児童を保育す

るために必要な給食費、光熱水費、保育材料費及

び人件費等の１人当たりの単価、これを保育単価

と申しますが、この保育単価に入所人数を乗じて

算出し、毎月各園へ支給しております。

国・県からの当該運営費の負担につきまして

は、概算払いとなっておりますことから、当該年

度の確定は翌年度６月の実績報告により確定とな

り、精算分として前年度分負担金の返還が生じた

ものであります。

返還金の主な要因といたしましては、概算請求

していた児童の年齢区分の変更、入退園の異動等

により差額分が発生したものであります。

なお、国から交付された歳入について、当該歳

入をそのまま返還するものであり、市の財政に対

する影響は一切ありませんので、ご理解賜りたい

と存じます。

〇議長（大瀧次男） 福祉部長。

〇福祉部長 瀬川英之 ご質問の５点目 平成30年（ ） 、
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度生活保護費負担金の返還理由についてお答えい

たします。

この主な理由につきましては、当市の生活保護

費が増加傾向にありましたことから、一定の増加

を見込み、概算交付申請をしたところであります

が、平成30年度の実績といたしまして、被保護者

の減少などにより、対象となる生活保護費が少な

くなったため、その精算事務において過大交付と

なった6,389万9,000円を返還する必要が生じたも

のであります。

なお、国から交付されました歳入について、当

該歳入をそのまま返還するものであり、市の財政

に対する影響は一切ありませんので、ご理解を賜

りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤節雄） ご質問の６点目、むつ市

産地パワーアップ事業費補助金約1,600万円の目

的と事業の詳細についてお答えいたします。

産地パワーアップ事業とは、ＴＰＰ等の国際環

境の変化にも対応できる収益力の高い産地づくり

を進めるため、地域の営農戦略として定める産地

パワーアップ計画に基づき、意欲ある農業者等が

取り組む高性能機械、資材の導入等に対し、補助

金を交付する事業となっております。

具体的には、要望が出ているイチゴ栽培農家へ

ビニールハウスや自動かん水装置などの設備導入

に対し、今年度は４名、事業費約3,380万円の２

分の１以内の約1,600万円、全額県からの補助金

で交付されるものであり、市の財政に対する影響

は一切ありませんので、ご理解を賜りたいと存じ

ます。

〇議長（大瀧次男） 財務部長。

〇財務部長（吉田 真） ご質問の７点目の下北地

域広域行政事務組合負担金約3,500万円を増額補

正する理由についてお答えいたします。

この増額につきましては、常備消防に係る消防

職員の人件費増によるものでありまして、主なも

のといたしましては、青森県人事委員会勧告に基

づく給与改定、台風19号に係る緊急消防援助隊活

動及びその他災害予防対応等に伴う時間外手当の

増によるものであります。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（斉藤孝昭） まずは１点目の大湊地区居住

誘導区域整備事業の件なのですけれども、先ほど

、 、の説明でいくと 当初から完成見込みがしづらい

年度内に完工がなかなかできづらいというか、で

きないというふうな予想をしながら、年度の当初

予算に計上してきたというふうに思いましたが、

何でそんなことするのですか。説明をお願いしま

す。

次の２点目ですけれども、債務負担行為の件で

すが、道路維持工事を債務負担するというのは、

先ほどの説明だとよくわからなくて、ことしの工

事予定をことしやればいいのに、何で来年まで繰

り越すというふうな、債務負担をして年度をまた

ぐというふうなやり方をするのかがよく理解でき

ませんので、そこの詳しい説明をお願いしたいと

思います。

最後になりますけれども、下北地域広域行政事

務組合の負担金の件でありますが、時間外とかと

いうふうな話でありましたが、これよく見ると人

数が少ない消防署の負担金が非常に多くなってい

ます。例えばむつ消防署は約600万円、大湊消防

署は約300万円、大畑消防署はマイナス、川内消

防分署が約300万円、最後に脇野沢消防分署が約

2,000万円。これは、時間外手当というのはこん

なに差があるものなのでしょうか、その説明をお

願いします。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（光野義厚） お答えいたします。

まず、大湊地区居住誘導区域整備事業の関係で

すけれども、当初から無理なことは承知だったの
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ではないかというようなお尋ねかと思いますけれ

ども、年度内での完成を目指すということとして

おりましたけれども、現在Ｐａｒｋ―ＰＦＩで施

工予定箇所において、総合アリーナのほうの整備

工事にかかわる足場とか建設資材などのそういう

設置の場所の期間が延長となったことによってＰ

ａｒｋ―ＰＦＩでの現場着手ができないというこ

、 。とになりまして 繰り越しということになります

次に、市道等維持管理の関係ですけれども、今

回３カ所のほうを選定しておりますけれども、こ

れはどうしても３月の下旬あるいは４月当初から

スタートしたほうが効果的な事業であるというこ

とで今回のような債務負担行為を設定したという

ことになりますので、ご理解いただきたいと思い

ます。

〇議長（大瀧次男） 財務部長。

〇財務部長（吉田 真） 下北地域広域行政事務組

合負担金の増額の中で各署、分署の中で、例えば

脇野沢消防分署では2,000万円ほどの増額になっ

ているということで、なぜこのような増減がある

のかというところでございますが、各署、分署の

中で職員の配置がえもしくは職員の増ということ

で増減がありまして、そこはどの署に属するかに

よっては、トータルとしては金額的には変わりま

せんが、今回実質増額になった部分というところ

が、主に先ほど申しました人事院勧告に基づく給

与改定ですとか時間外手当という部分が全体とし

ては増額となったということでございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（斉藤孝昭） ３回目ですので、最後になり

ますが、債務負担行為の件について、どうしても

道路維持工事を債務負担するというのがそもそも

納得いきません。前にもこんなことはなかったと

思いますが、聞くところによると、ゼロ市債を活

用しているのではないかというふうなことも聞い

たときがあります。むつ市では、今までこのゼロ

市債を活用して道路維持とか工事を債務負担する

というのはなかったのですけれども、この件につ

いてはゼロ市債を発行というか、活用して道路維

持工事をするのではないかというふうなことを思

っていましたので、できればその回答になれば私

はよかったなと思っていますが、答えていただけ

ませんでしたので、残念です。

あと、消防費の負担金については、余りしつこ

く入り過ぎると、これは広域行政にかかわること

なので、これ以上話はしませんが、負担を強いら

れると、市にとってはやはりその説明を下北地域

広域行政事務組合から受けているはずですので、

もう少し詳しくチェックをして、本当にそうだっ

たのかということも含めて今後やっていただけれ

ばいいと思います。

１つだけ、債務負担行為の件について、ゼロ市

債の説明と、その関連を今回の市道等の維持事業

についてお知らせをできればお願いしたいと思い

ます。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まさに今回の道路維持事業に関する債務負担行

為の設定は、いわゆるゼロ市債ということであり

まして、むつ市としては初めての取り組みになり

。 、 、ます 今回は この債務負担行為を今設定をして

来年度当初から、来年度当初からというか、今か

ら、議決をいただいた後から来年度に向けたその

工事の準備ができることによって、年度の切りか

えの時期に工事発注ができることになると。その

ことは、道路維持事業ですから、例えばですけれ

ども道路、出水期である６月に向けて水路、ある

いは側溝の整備ができたりですとか、そういうこ

とができると、市民の皆様にとって非常に有効な

工事ができる可能性があるというふうに考えて今

回から採用した仕組みであります。

したがいまして、今回からということで、まず
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１つは市道等の維持事業に限定しておるというこ

とと、これから注意しなければいけないのが、次

年度予算の道路維持事業の総額というものも意識

しながら、これを債務負担行為として設定をしな

ければいけない。さらには、早期供用の開始によ

って市民の皆様に対して大変利益のある、メリッ

トのある事業に限定しなければいけないというこ

とや、あるいは品質管理、そして施工期間という

観点からも、事業者にとってもプラスになるよう

な、そういう事業に限定して行うということで、

今回初めてこのような制度を導入させていただい

たところであります。

冒頭の部長からの説明は、ゼロ市債の趣旨を説

明したというふうに認識をしていただきたくて、

我々としてはことしこういうふうな形でスタート

して、来年度以降も道路維持事業、市道等の維持

事業についてはこの制度を活用し、市民の皆様に

とってふさわしい事業を展開していきたいと、こ

のように考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

〇議長（大瀧次男） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第121号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第121号は、会議規則第38条第２項の規

定により、委員会への付託を省略したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第121号は委員会への付託を省略するこ

とに決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

、 。て 議案第121号は原案のとおり可決されました

◇議案第１２２号

〇議長 大瀧次男 次は 日程第26 議案第122号（ ） 、

令和元年度むつ市介護保険特別会計補正予算を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第122号の質疑を終わります。

、ただいま議題となっております議案第122号は

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◎散会の宣告

〇議長（大瀧次男） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明12月13日は常任委員会の

ため、12月16日から19日までは議事整理のため休

。 。会したいと思います これにご異議ありませんか

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、明12月13日は常任委員会のため、12月17日か

ら19日までは議事整理のため休会することに決定

いたしました。

、 、なお 12月14日及び15日は休日のため休会とし

12月20日は付託議案審議を行います。

本日はこれで散会いたします。
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午前１０時５５分 散会
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